
こ
こ
で
は、
安
政
元
年
（一
八
五
四）
以
降
の
日
本
の
主
な
被
害
地
震
の
中
か
ら、
本
県
を
襲
っ
た
大
地
震
の
概
要
を
述
べ
る。

凶
徳
島
県
を
襲
っ
た
大
地
震

68 

阿南市の地形と地質

チ
リ
地
震
津
波

昭
和
三
十
五
年
（一
九
六
O）
五
月
二
十
二
日
十
九
時
十一
分
（
世
界
時）
チ
リ
中
部
の
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
市

南
方
の
南
緯
三
九・
五
度、
西
経
七
四・
五
度、
M
八・
三、
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九・
五
は
観
測
史
上
最
大
の
地
震。

翌
二
十
四
日
午
前
二
時
頃
か
ら
津
波
が
日
本
各
地
に
襲
来。
波
の
高
さ
は
三
陸
沿
岸
で
五
i
六
メ
ー
ト
ル。
筆
者
は
当
時、
福
井
中

第ー章

学
校
福
井
南
分
校
に
勤
め
て
い
た
が、
本
校
か
ら
の
連
絡
で
津
波
の
襲
来
を
知
っ
た。
放
課
後、
生
徒
数
名
と
共
に
津
波
の
状
況
を

見
に
行
き、
午
後
四
時
頃、
福
井
川
を
遡
る
高
さ－
メ
ー
ト
ル
程
の
津
波
を
見
た。
湊－
鵠
付
近
の
国
道
に
沿
う
電
線
〈
当
時
の
電

柱
は、
低
い
木
の
柱
で、
電
線
の
高
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
だ
っ

ただ
ろ
う
か）
に、
塵
芥
が
多
く
引
っ
か
か
っ
て
い
た
こ
と、

定
期
パ
ス
の
車
体
が、
国
道
か
ら一
0
0
メ
ー
ト
ル
近
く
流
さ
れ
て
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る・
福
井
町
で
は、

湊－
大
西・
山
下
付
近
が
浸
水。
橘
町
中
心
部
の
波
高
は
五
メ
ー
ト
ル、
国
道
は、
一
－
六
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
水
没
し
た。

南
海
地
震

昭
和
二
十

二牛
十
二
月
二
十｝
日
午
前
四
時
十
九
分、
震
源
は
紀
伊
半
島
沖
の
北
緯
三
三・
O
度、
東
経一一一一
五・

室
戸・
紀
伊
半
島
は
南
上
が
り
の
傾
動
を
示
し、
室
戸
で－
－
二
七
メ
ー
ト
ル、
潮
岬
で
0・
七
メ
ー
ト
ル
上
昇、
須
崎・
甲
浦
で

三
名
な
ど）。
津
波
は
静
岡
県
よ
り
九
州
に
い
た
る
海
岸
に
来
襲
し、
高
知・
三
重・
徳
島
沿
岸
で
四
1
六
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た。

M
八・
00
被
害
は
中
部
以
西
の
日
本
各
地
に
わ
た
り、
死
者一
一
三
O
名
（
県
内
ニ
O
二
名、
う
ち
浅
川
八
五、
牟
岐
宜

居Z
約一
メ
ー
ト
ル
沈
下、
高
知
付
近
で
田
園一
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
海
面
下
に
没
し
た。

川
河
口
四・
二、
三
岐
田
町
由
岐
三・
六、
福
井
村
湊
三・
六、
橘
町
鵠
四・
九、
橘
町
西
浜
三
1
三・
三
メ
ー
ト
ル、
見
能
林
村

県
南
部
で
の
津
波
の
高
さ
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た。
浅
川
村
浅
川
三・
九
メ
ー
ト
ル、
伊
勢
田
川
河
口
四・
八、
牟
岐
町
牟
岐

答
島
二・
四
メ
ー
ト
ル。
椿
町
横
尾
三・
六、
椿
泊
二
・
四
1
二
・
七
メ
ー
ト
ル。
ま
た、
地
震
の
震
動
が
つ
づ
い
て
い
る
時、
東

の
空
が、
稲
光
り
で
大
変
明
る
か
っ
た
と
と
を
覚
え
て
い
る。
南
海
地
震
で
は、
県
内
各
地
で
地
盤
沈
下
が
起
き、
土
地
の
か
さ
上

げ
工
事
が
行
わ
れ
た。
市
内
で
は、
那
賀
川
町
今
津、
橘
町
南
新
国
で
三
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
盛
土
工
事
が
行
わ
れ
た。

そ
の
他
の
大
地
震

東
南
海
地
震
（
昭
和
十
九
年
十
二
月
七
日、
震
源
地
は
熊
野
灘、
M
七・
九〉、
安
政
南
海
地
震

（嘉
永
七
年

旧
暦
十一
月
五
日
一
八
五
四、
震
源
地
は
紀
伊
半
島
沖、
M
八・
四、
前
日
の
遠
州
灘
沖
を
震
源
地
と
す
る
安
政
東
海
地
震
M

八・
四
に
つ
づ
き
発
生）、
宝
永
大
地
震
（
宝
永
四
年
十
月
四
目、
一
七
O
七、
M
八・
四）、
慶
長
大
地
震
（
慶
長
九
年
旧
十
二
月

十
六
日、
一
ムハ一
一
、
M
七・
九）
な
ど
が
あ
り、
昭
和
十
九
年
十
二
月
七
日
の
東
南
海
地
震
以
外
の
大
地
震
で
は、
県
内
で
も
家

屋
の
倒
壊
と
死
傷
者
が
あ
り、
沿
岸
部
は
大
津
波
に
襲
わ
れ
た。
昭
和
十
年
代
の
小
学
校
用
固
定
国
語
教
科
書
に
収
め
ら
れ
た
『
稲

む
ら
の
火』
の
話
は、
若
吉
田
の
浜
口
悟
陵
翁
が
和
歌
山
県
有
田
郡
広
村
（
現
広
川
町）
で
安
政
南
海
地
震
に
遭
遇
し
た
実
話
を
も

と
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
地
震
に
つ
い
て
は、
す
で
に
『
阿
南
市
史
第
二
巻』
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る。

臼
緩
や
か
な
地
殻
変
動

大
き
な
地
震
の
無
い
時
期
の
地
殻
に
は
ど
ん
な
動
き
が
見
ら
れ
る
の
か。
室
戸
岬
を
挟
ん
で
高
知
県
南
国
市
か
ら
徳
島
県
阿
南
市

に
至
る
路
線
に
沿
う
水
準
点
の
上
下
変
動
量
を
見
る
と、
室
戸
岬
半
島
は、
岬
付
近
を
最
大
と
し
て
平
常
は
沈
降
量
が
大
き
く、
南

地質

海
地
震
の
時
の
隆
起
量
は
反
対
に
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る。
岬
か
ら
東
へ
東
洋
町
か
ら
海
南
町・
阿
南
市
は
最
近
の
上
下

変
動
量
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い。
一
方、
G
P
S
観
測
に
よ
れ
ば、
一
年
間
に
阿
南
椿一
ミ
リ、
日
和
佐
三・
一
ミ
リ、
海
南一
・

第三節

六
ミ
リ、
東
洋
七・
てミ
リ、
室
戸
八・
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
沈
降
が
あ
っ
た
と
い
う。
ま
た、
こ
れ
ら
の
地
点
の
水
平
移
動
で
は、

い
ず
れ
も
西
北
西
へ
動
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り、
と
れ
は、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
動
き
に
近
い
方
向
と
い
え
る。
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阿南市に大災害をもたらす主な自然現象

津
波

一
）
に
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津
波
襲
来
の
歴
史
が
新
た
に
加
わ
っ
た。

阿
南
市
に
は
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
と、

チ
リ
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
津
波
襲
来
の
歴
史
が
あ
り、

平
成
二
十
三
年
（
ニ
O
一

津
波
は
海
底
の
変
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る。

南
海
地
震
に
よ
る
津
波
は、

紀
伊
半
島
沖
か
ら
四
国
沖
に
か
け
て
の
太
平
洋
の

第三節

海
底
が
跳
ね
上
が
る
こ
と
に
よ
り、

そ
の
上
の
海
水
が
持
ち
上
げ
ら
れ、

津
波
と
な
っ
て
陸
地
へ
と
襲
い
か
か
っ
て
く
る

歴
史
に
残
る
最
古
の
南
海
地
震
は、

六
八
四
年
に
発
生
し
た
「
白
鳳
の
地
震」

（
図
M
Y

で、

こ
の
と
き
高
知
県
南
部
の
土
地
が
沈
み
土
佐
湾
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阿南市の気象

が
出
来
た
と
い
わ
れ
て
い
る。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
前
に
も
南
海
地
震
は
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が、

記
録
と
し
て

114 

は
残
っ
て
い
な
い。

方

チ
リ
津
波
は、

南
米
の
チ
リ
沖
で
発
生
す
る
地
震
に
よ
り、

海
底
変
動
で
発
生
し
た
津
波
が
太
平
洋
を
越
え
て
押
し
寄
せ

て
く
る。

昭
和
三
十
五
年

三

九
六
O）

五
月
二
十
三
日
四
時
十
一

分
（
日
本
時
間）

に
南
米
チ
リ
沖
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が

第二章

発
生
し、

地
震
発
生
か
ら
約
二
二
時
間
半
後
の
五
月
二
十
四
日
未
明
に
最
大
六
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
三
陸
海
岸
沿
岸
を
中
心
に
襲

来、

全
国
で
死
者
一
一
一一
一
名、

行
方
不
明
二
O
名
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た－

と
き、

阿
南
市
で
は
津
波
が
－

O
波
く
ら
い
上
陸
し

そ
の
内
の
最
大
震
幅
は
五
メ

ー
ト
ル
（
水
平
面
よ
り
の
上
昇
潮
高
二
・

五
メ
ー
ト
ル
を
二
倍
し
た
値）
に
達
し
た。

海の深さと津波の速さ

時速800km 時速250km 時速100km

識鼻持融機

こ
の
津
波
に
よ
る
阿
南
市
の
被
害
は、

床
上
浸
水
が
橘
で
一

0
0
0
戸
・

福
井
三一
一

戸、

床
下
浸
水
は
橘
三
O
O一一

・

大
潟
二
五
O
戸
・

津
乃
峰
五
O一一

・

福
井
六
O

戸
－

椿
二
O
戸
等
で
あ
っ
た
が、

幸
い
死
者
は
無
か
っ
た
（『
徳
島
県
自
然
災
害
誌』）。

チ
リ
と
い
う
地
球
の
反
対
側
か
ら
の
津
波
が
－

日
で
押
し
寄
せ
る
な
ど、

津
波
は

速
い
速
度
で
や
っ
て
く
る。

津
波
が
伝
わ
る
速
さ
は、

海
の
深
さ
に
よ
っ
て
決
ま
る

（
図
お）。

津
波
は
海
が
深
い
ほ
ど
速
く、

水
深
が
四
0
0
0
1
五
0
0
0
メ
ー
ト
ル

図25

で
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
並
の
速
さ
で
あ
る。

水
深
が
浅
く
な
る
と
津
波
の
速
度
は
遅
く
な

る
が、

水
深
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
所
で
時
速
一

0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
速
さ
が

あ
る。

岸
近
く
で
も
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
車
の
速
度
で
あ
る。

し
か
も、

津
波
の
波

長
は
数
キ
ロ
か
ち
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
の
で、

沖
合
で
二
メ
ー
ト
ル
や
三
メ
ー
ト
ル
盛
り
上
が
っ
て
い
て
も
全
く
気
付
か
な

い
。

津
波
は
陸
地
に
近
づ
い
て
水
深
が
浅
く
な
る
と
前
方
で
大
き
く
減
速
す
る
た
め、

後
か
ら
来
た
海
水
が
前
方
の
海
水
に
乗
り
上

げ
て
波
高
が
急
に
高
く
な
る。

津
波
を
目
撃
し
て
か
ら
で
は、

い
く
ら
速
い
人
で
も
走
っ
て
逃
げ
切
れ
る
も
の
で
は
な
い。

海
岸
付

近
で
地
震
を
感
じ
た
り
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら、

そ
の
と
き
に
は
既
に
沖
合
で
発
生
し
た
津
波
が、

猛
ス
ピ
ー
ド
で
押
し
寄
せ

て
い
る
こ
と
を
考
え、

素
速
く
山
な
ど
安
全
な
高
台
へ
と
避
難
す
る
の
が
助
か
る
一

番
の
コ
ツ
で
あ
る。

な
お

「
津
波
の
前
に
は
潮
が
引
く」

と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
が、

海
底
変
動
の
傾
き
や
方
向
に
よ
っ
て、

潮
が
引
い
て
か
ら

阿南市に大災害をもたらす主な自然現象

津
波
が
来
る
こ
と
も
あ
れ
ば、

潮
が
引
か
ず
に
い
き
な
り
津
波
が
来
る
こ
と
も
あ
る。

津
波
は
引
き
波
で
始
ま
る
と
は
限
ら
な
い
と

い
う
と
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る。

平
成
二
十
三
年
（
二
O
一
一
）

三
月
十
一

日
に
発
生
し、

東
日
本
大
震
災
を
引
き

起
こ
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津
波
を
調
査
し
た
結
果、

＝一
陸
治
岸
に
押
し
寄
せ
た
津
波
の
第
一

波
は、

潮
が
引
い
て

か
ら
押
し
寄
せ
た
所
と、

潮
が
引
か
ず
に
い
き
な
り
押
し
寄
せ
て
き
た
所
の
数
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た。

東
日
本
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は、

平
成
二
十
三
年
（
二
O
一
一
）
＝一
月
十
一

日
午
後
二
時
四
十
六

分
に
発
生。

太
平
洋
海
底
を
構
成
し
て
い
る
岩
盤
で
あ
る
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
北
日
本
な
ど
の
陸
地
を
構
成
し
て
い
る
北
ア
メ
リ
カ

プ
レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
ん
で
い
る
境
界
域
で
発
生
し
た
海
溝
型
地
震
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
地
震
の
規
模
を
あ
ら
わ
す
数
値）

は
九
・

O
の
巨
大
地
露
で
あ
っ
た。

こ
の
地
震
に
よ
り
東
北
地
方
の
太
平
洋
沖
で
は、

海
底
が
幅
約
二
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、

長
さ

約
五
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
亘
っ
て
跳
ね
上
が
り、

太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
大
津
波
が
襲
来
し
て、

死
者
・

行
方
不
明
合
わ
せ
て
約

第三節

二
万
人
の
大
災
害
に
な
っ
た。

三
陸
治
岸
部
を
襲
っ
た
津
波
は、

高
い
所
で
は
沿
岸
部
で
一

0
メ
ー
ト
ル
を
超
え、

陸
地
の
最
大
淵

上
高
は
岩
手
県
宮
古
市
で
四
0
・

五
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た。

明
治
の
三
陸
地
震
の
津
波
を
上
回
る
値
で
あ
る。
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阿南市の気象

気
象
庁
は
こ
の
地
震
を
「
平
成
二
十
三
年
（一一
O一
二
東
北
地
方
太

平洋沖
地
震」
と
命

116 

津波と波浪（風浪）の違い

J鴎z

名
し 、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う

東京電
力
福
島
第一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
る
災
害
を
含
め
て
「
東
日
本
大
震
災」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
し
た 。

こ
の
地
震
に
よ
る
津
波
は
日

本だ
け
で
な
く

ア
メ
リ
カ
な
ど
広
く
太
平
洋
沿
岸
域
を
襲
つ

�踊m

r�雪

図26

M ’回闘志扇面 m－敏百 km

第二章

て
い
る

徳
島
地
方
気
象
台
の
調
査
に
よ
る
と 、
阿
南
市
に
到
達
し
た
津
波
の
高
さ
は
大
潟
漁
港
で

議選も

j 、
福
井
町
湊
の
福
井
川
左
岸
で
ニ
・

八
メ

一
・

三
メ
ー
ト
ル 、
橘
町

漁港
で
二
・

O
メ
l
ト

ー
ト
ル
と
推
定
し
て
い
る。
福
井
川
左
岸
で
の
調
査
場
所
は 、
橘
港
か
ら
約一
－

五
キ
ロ
メ
l

ト
ル
上
流
の
地
点
で 、
津
波
が
福
井
川
を
遡
り
床
上
浸
水
し
た
民
家
の
外
壁
に
残
さ
れ
た
痕
跡

か
ら
推
定
し
た
値
で
あ
る
e

一
般
的
に 、
津
波
の
高
さ
は
海
岸
付
近
の
地
形
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ 、
山
の
斜
面
な
ど
陸

地
を
駆
け
上
が
る
遡
上
高
は
極
端
に
高
く
な
る
乙
と
が
あ
る。
ま
た 、
沖
の
方
に
広
が
っ
た
地

形
の
湾
奥
で
は 、
津
波
が
集
中
し
て
高
く
な
り
や
す
い 。
そ
し
て 、
津
波
は
何
度
も
繰
り
返
し

襲
来
し 、
最
初
の
波
が一
番
大
宮
い
こ
と
も
あ
れ
ば 、
第
二
波・
第
三
波
の
方
が
大
き
い
こ
と

も
あ
る。

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
き
さ
に
差
が
あ
る
の
と 、
海
水
の
動
き
が
全

津
波
と
風
浪
と
の
違
い
は、

く
違
う
こ
と
で
あ
る

（図
鉛） 。

た
う
ね
り
で
も
波
長
は
数
百
メ
ー
ト

ル
程
度
で
あ
る。

風
浪
は

連続
し
て
吹
く
凪
に
よ
っ
て
出
来
る
波
で 、
水
面
付
近
だ
け
の
現
象
で
あ
る。
波
長
は
数
メ
ー
ト

ル
で、
風
浪
か
ら
出
来

一
方、

津
波
は 、
海
底
が
変
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
い
範
囲
の
海
水
全
体

が
短
時
間
に
持
ち
上
げ
ら
れ
た
り
逆
に
下
が
っ
た
り
し
て
発
生
す
る
の
で、
波
長
は
数
キ
ロ
か
ら
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
非
常
に
長

い 。
そ
し
て 、
風
浪
が
表
面
波
で
あ
る
の
に
対
し
て 、

津
波
は

海底
か
ら
海
面
ま
で
総
て
の
海
水
が
押
し
寄
せ
る
の
で 、
非
常
に
大

津
波
は
水
深
が
浅
い
岸
近
く
で
遅
く
水
深
が
深
い
沖
合
で
は
速
い
た
め 、
岬

き
な
破
壊
力
を
持
っ
て
い
る。
ま
た 、

津
波
は
引
く
力
も
強
く、
家
屋
や
漂
流
物
を一
気
に
沖
へ
と
運

ん

で
し
ま
う 。

阿南市に大災害をもたらす主な自然現象

で
は
沖
か
ら
岸
に
向
か
っ
て
回
り
込
む
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
く
る
（
図
幻） 。

島
で
は
津
波
が
や
っ
て
来
た
方
角
と
反
対
側
の
海
岸
に
も
津
波
が
押
し
寄
せ
る

の
は 、
同
様
の
原
理
で
回
り
込
む
性
質
を
持
つ
た
め
で
あ
る。
こ
の
点
も 、
風

浪
と
は
全
く
異
な
る
性
質
を
持
つ 。
し
た
が
っ
て 、

伊島
で
は

南海
地
震
の
震

源
に
対
し
て
反
対
側
に
位
置
す
る
島
の
北
1

北
西
側
も 、
南
側
と
同
様
に
津
波

が
襲
来
す
る
と
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い 。

津
波
か
ら
の
避
難
は 、
蹄
賭
す
る
こ
と
な
く、
安
全
な
高
台
等
に
向
か
っ

て 、
全
速
力
で
走
っ
て
行
く
と
と
で
あ
る。
そ
し
て 、
一
旦
避
難
し
た
ら 、
安

全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
絶
対
に
引
き
返
さ
な
い
こ
と
が
肝
心
で
あ
る。
昭
和
の
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
で
も、
一
旦
避
難
し
た
に
も

第三節

津波の回U込み

岬の先端Iこ津波が集まるようす

図27

か
か
わ
ら
ず 、
引
き
返
し
て
亡
く
な
っ
た
人
が
多
い
の
は
誠
に
残
念
で
な
ら
な
い 。
避
難
し
て
津
波
が
来
な
け
れ
ば 、
損
を
し
た
よ

117 

う

考
え
る
人
も
しミ
る
が

津
波
が
来
な
け
れ
ば

命
だ
け
で
な
く
財
産
も
失
わ
ず

済

ん

だ
」

と
の
幸
せ
を
喜
ぶ
Jて

き
で
あ
る
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